
 

響
か
せ
よ
う 

響
き
合
お
う 

令
和
二
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
児
童
数
は

新
入
生
五
十
名
を
迎

え
、
三
百
十
九
名
、
学

級
数
は
、
病
弱
の
特
別

支
援
学
級
が
開
設
さ

れ
、
全
十
五
学
級
で
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。 

着
任
式
、
始
業
式
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
修
了
式
と
同
様
、
テ
レ

ビ
放
送
で
行
い
ま
し
た
。
始
業
式
で
は
、
ま
ず
、
自
分

の
健
康
、
そ
し
て
家
族
、
友
達
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手
洗
い
の
徹
底
」「
病
気
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
（
睡
眠
・
栄
養
）
」
の
三
つ
を
約

束
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
感
染
症
防
止
の
た
め
、

様
々
な
制
約
の
中
で
の
教
育
活
動
と
な
る
と
思
い
ま

す
。
感
染
防
止
に
努
め
つ
つ
、
充
実
し
た
教
育
活
動
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

今
年
度
も
「
響
か
せ
よ
う 

響
き
合
お
う
」
を
合
言

葉
に
、
み
ん
な
の
声
が
響
き
合
う
学
校
を
目
指
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
あ
い
さ
つ
・
返
事
」

「
発
表
」
を
本
物
に
し
て
い
き
ま
す
。
仕
上
げ
の
年
と

捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
鳴
鼓

小
を
「
元
気
が
出
る
学
校
！
」
に
し
た
い
と
い
う
話
を

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
学
校
を
自
分
た
ち
の
手
で
、

楽
し
く
、
元
気
が
出
る
学
校
に
し
て
い
こ
う
と
い
う 

 
 

 

 
 意

識
が
芽
生
え
、
少
し
ず
つ
子
供
た
ち
の
姿
や
行
動

と
し
て
表
れ
始
め
た
一
年
で
し
た
。
今
年
度
は
、
自
分

た
ち
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
、
学
校
や
学
級
を
盛

り
上
げ
て
い
く
鳴
鼓
っ
子
の
姿
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 入

学
お
め
で
と
う 

四
月
八
日
（
水
）
に
、
か
わ
い
い
五
十
名
の
新
一
年

生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
在
校
生
は
出

席
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
六
年
生
二
名
が
代

表
と
し
て
出
席
し
、
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
出

席
で
き
な
か
っ
た
在
校
生
の
思
い
を
込
め
た
立
派
な

発
表
で
し
た
。
一
年
生
も
落
ち
着
い
て
、
最
後
ま
で
緊

張
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

翌
日
、
よ
う
や
く
六
年
生
と
の
出
会
い
を
果
た
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
お
世
話

を
す
る
六
年
生
の
顔
は
と
て
も
穏
や
か
で
、
優
し
さ

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
一
年
生
の
入
学
は
、
迎
え
る
六
年

生
の
成
長
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い

っ
そ
う
高
学
年
ら
し
さ

が
増
し
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。 

六
年
生
が
よ
き
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
つ
こ
と

が
鳴
鼓
小
学
校
の
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
。
期
待

し
て
い
ま
す
！ 

 

 

 

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

入
学
式
の
前
日
に
、
第
二
回
卒
業
生
で
あ
る
「
ふ

う
せ
ん
堂
」
の
三
原
様
か
ら
、
「
入
学
す
る
子
供
た

ち
に
、
元
気
を
届
け
た
い
。」「
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

を
提
供
し
た
い
。
」
と
い
う
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

入
学
式
後
、
一
年
生
と
保
護
者
、
職
員
で
約
１
０
０

個
の
風
船
を
青
い
空
に
放
ち
ま
し
た
。 

三
原
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
年
生
の
目
に
は
、
青
空
の
中
を
飛
ぶ
、
色
と
り
ど

り
の
風
船
が
、
い
つ
ま
で
も
焼
き
付
い
て
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

四
月
の
主
な
行
事 

十
五
日
（
水
） 

一
年
生
給
食
開
始 

十
六
日
（
木
） 

交
通
安
全
教
室
（
一
年
生
） 

十
七
日
（
金
） 

歓
迎
遠
足
（
予
備
日 

二
十
二
日
）
給
食
な
し 

二
十
七
日
（
月
） 

避
難
訓
練 

※ 

二
十
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
は
、 

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

学校教育目標：心豊かでたくましく 心身ともに健やかな鳴鼓っ子の育成 

時津町立鳴鼓小学校  学校だより 第 1 号 

 令和２年４月１４日 文責：校長 村井 宏之 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

特別活動・総合的な学習の時間の充実 
  ○総合的な学習の時間の充実  

・探求的な学習へ 

○自主的・自発的な活動 

 ○課題の設定 ○課題解決の取組 

 

 

 
 
 

子ども、保護者、地域から 
信頼される教職員集団 

 

○個に応じた指導  

○いじめの根絶・不登校の解消 

○家庭・地域との連携 

○情報公開 

○幼保小中連携 

 

 

 

 

 響かせよう 響き合おう ～ 今へ響け 未来へ響け ～ 

 

学力向上 
○授業改善 

・全ての児童が本時で何を学び、何 

ができるようになったか語れる 

・自分の考え、気持ちを発言できる 

・根拠をもって考え、説明できる 

・問いを求める、問いに気付かせる 

○家庭学習 

・学習時間の確保 

・自主的な学習（復習等）  

○読書活動の推進 

・習慣化・家読・量と質、幅 

 

自分のこと、友達のことを 
大切にする子ども 

  

○人権教育の充実 

○自信、自己肯定感 

○人の話をしっかり聞くことができる 

○教職員、保護者、地域が子どもたちを 

大切にすること 

 

 

声が出る子どもを育てたい 
   

○挨拶・返事 いつでも・どこでも・誰にでも 

   ○発表、話合い 

○歌（校歌） 

    

 

教育環境の整備 
○ユニバーサルデザイン化の推進 

○教室、廊下等の環境整備（掃除、整理整頓） 

 ○職員室、外回りの環境整備 

 ○掲示環境の充実 

 

働きやすい職場づくり・働きがいのある職場づくり 

新型コロナウイルス感染症の感染防止 

 

 



 

 

 

☆新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、ご協力をお願いします。「マスクの着用」や

「登校前の健康観察」「発熱等がある場合に欠席させること」などは、ご自分のお子様の健

康を守るための行動ではありますが、併せてお子様以外の鳴鼓小学校の多くの児童の健康

を守るための行動でもあることをご理解ください。 

 

☆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、今年度の運動会を中止します。 

また、生活科や総合的な学習で行ってきた体験活動等について、一部休止します。 

・米づくり、芋づくり、餅つき会については、今年度は行いません。 

・外国語大学との交流（６年）、原爆資料館等の見学（５年）も、今年度は行いません。代わ

る活動を仕組み、総合的な学習の時間の充実に努めます。 

・その他の活動については、対策を講じて実施するものもあります。 

 

☆今後も、新型コロナウイルス感染症の影響で、学校行事等の変更が強いられことが考えら

れます。ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

○今年度から新学習指導要領が完全実施となります。 

新学習指導要領は、社会の変化に対応し、生き抜くために必要な資質・能力を備えた子ども

たちを育むため改訂されました。 

・「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性など」の 3 つの柱

からなる資質・能力を高めることを目指し、主体的・対話的で深い学びの視点から「何を

学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」も重視して授業を改善します。 

・本校では、移行期である昨年度から新学習指導要領に則り授業時間数を確保してきました

ので、今年度、授業時数について変更はありません。改訂された教科書を使い、新学習指

導要領に則った学習を行っていきます。 

・ただし、評価について変更になる点があります。評価の観点が、「知識・技能」「思考・判

断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に変更になります。また、これまで５，

６年生の外国語科については、文章記述での評価でしたが、他の教科と同様に観点別評価

を行い、評定を付けることとなります。 

 

 

 

  

 

 

 

 


